
ス
正
問
隼
六
周
ニ
十
司
自
第
三
盟
市
部
偏
物
認
可
{
毎

n-一
回
一
日
密
行
)

干す酒量目 -F司二二 a再 三 ;--l!-;1'口腔百

抽

一

醐

醤

腰

欧
米
に
於
け
る
日
本
事
肝
究
に
就
い
て
・
・
:
組
一
室
博
士
本
庄
築
治
郎

支
那
農
業
の
片
影
:
:
:
:
:
:
:
:
・
・
法
皐
博
士
財
部
静
治

銀
行
機
構
に
於
け
る
通
貨
の
創
作
一
:
経
済
皐
博
士
小
島
昌
太
郎

統

計

教

育

論

-
-
-
E
E
-
-
E
i
-
-
・
:
:
経
済
皐
博
士
略
川
虎
三

時

論

昭

和

十

三

年

度

の

増

税

・
:
j
-
E
p
i
-
-

器
用
ア
博
士
汐
見
三
郎
一

講

演

一

新
興
化
曲
目
子
工
業
:

J

J

・
-
-
-
工
事
博
士
喜
多
源
逸

四

町

内

九

生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
投
賓
の
特
性
;
・
:
:
総
主
主
西
藤
雅
夫

企

業

結

合

と

外

部

節

約

'

:

:

・

:

制

桝

準

士

凹

杉

競

諸

問

#

問

団

一
追
放
皐
者
の
観
た
る
ナ
チ
ス
の
経
済
開
論
:
・
経
済
県
士
中
川
血
ハ
之
助

ヴ

ア

イ

ナ

!

の

園

際

貿

易

論

研

究

:

・

経

済

事

士

松

井

清

リ
カ
ア
ド
ウ
の
霜
替
論
と
購
買
力
平
偵
読
・
:
・
経
済
事
士
有
井
治

リ

l
フ
マ
ン
の
問
屋
制
度
論
-
:
:
・
経
済
車
士
堀
江
英
一

開

銀

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

1l 

禁

輔

載
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企

業

結

合
事、、
、..

外

部

節

約

1
1
l
マ
ッ
ク
グ

ν
ゴ

1

Y
を
中
心
と
し
て

1
l
l

マE
t
a

--

本三

:J~ 

)手兄

英
圏
に
於
け
る
企
業
結
合
論

企
業
結
合
論
に
つ
い
て
は
英
樹
事
者
の
間
に
可
な
り
明
か
注
針
照
を
見
附
す
。
担
問
逸
聞
宇
者
の
研
究
は
そ
の
濁
占
的
刊
質
に
着
目

し
、
専
ら
結
合
は
狽
占
的
地
位
を
得
ん
と
す
る
も
の
た
り
と
論
や
る
に
針
し
、
英
国
の
事
者
に
は
結
合
を
湖
占
鰻
と
し
て
見
守
、
続

争
を
制
限
す
る
も
の
と
し
、
企
業
結
合
の
目
標
は
競
争
力
の
強
化
に
あ
り
と
す
る
者
が
多
い
の
で
あ
る
。

云
ふ
迄
も
な
〈
現
賓
に
は

完
全
な
る
自
由
競
争
も
友
く
、
理
論
上
の
濁
占
も
見
出
さ
れ
た
い
。
唯
見
る
の
は
不
完
全
競
争
、
若
く
は
制
限
せ
ら
れ
た
る
猟
占
の

み
で
あ
る
。
従
っ
て
企
業
結
合
を
競
争
の
立
場
よ
り
見
る
も
濁
占
の
立
場
よ
り
見
る
も
そ
れ
自
慌
訣
り
と
は
言
へ
た
い
。
今
必
に
英

園
の
此
の
方
聞
に
治
け
る
名
著
と
さ
れ
、
最
近
倫
敦
大
事
よ
り
複
刻
刊
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
マ
ッ
ク
グ
レ
ゴ
ー
ル
教
授
の

合
論
」
を
取
り

t
げ
て
見
る
に
上
一
記
の
例
に
洩
れ
た
い
の
で
あ
る
。
同
書
は
第
二
部
に
企
業
結
合
の
成
立
保
件
の
検
討
、
ト
ラ
ス
ト
・

「
企
業
結

カ
ル
テ
ル
の
猿
展
原
闘
に
つ
い
て
の
園
際
比
較
、
並
に
企
業
結
合
ム
」
持
働
組
合
L

」
の
比
較
を
行
ひ
、
第
三
部
に
企
業
結
合
の
妓
果
と

之
に
射
す
る
園
田
家
の
政
策
を
説
い
て
ゐ
る
が
、
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
第
一
部
に
於
て
競
争
力
の
要
素
を
分
析
せ
る
E
E

と
ろ
で
あ
ら

Macgregor， D. H.， Industrjal Combination， 190(: ~Series of reprint:s of出 ore
wod叩 onpolitical economy， No. 1， 1935). 



ろ
。
そ
こ
で
は
企
業
結
合
を
以
て
競
争
力
の
問
題
と
寸
る
拡
に
於
て
英
岡
事
需
の
特
徴
を
一
不
し
、

X
7
1
P
ヤ
ル
の
概
念
を
用
ひ
て

演
禅
的
研
究
を
行
ひ
、
結
合
は
代
表
企
業
の
焚
畏
に
し
て
.
一
一
十
世
紀
に
於
け
る
代
表
的
組
織
方
法
門
}
百
二
町
田
)
『
Z
S
E
t
s
-
2
r
c
円、

え
2
国

E
Z
N
同門戸内
5
5
P
σ

言
命
豆
町
Z
W
2
2
[
E
}
u

で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。

マ
ツ
グ
グ
レ
ゴ
ー
ル
の
態
度
は
明
瞭
で
あ
る
。

「
企
業
結
合
は
凋
占
で
は
た
い
。
調
占
の
椴
鰭
な
る
経
済
的
分
析
は
容
で
存
在
せ

る
如
何
た
る
結
合
に
も
営
て
は
ま
ら
友
い
。

j
i
-
-
-
結
合
は
常
に
囲
内
及
び
圏
外
の
多
少
と
も
恐
る
べ
き
術
立
生
産
者
と
掛
ぴ
合
つ

て
居
り
、
川
人
常
に
代
用
商
品
を
巧
砲
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ね
。
自
己
の
地
位
や
一
保
つ
た
め
に
は
、
そ
の
構
法
の
内
に
最
も
強
力
注
統
一
予

力
を
保
持
す
る
と
と
を
要
し
、

そ
の
た
め
に
は
如
何
な
る
苦
痛
を
も
献
は
友
い
の
で
あ
る
O
L

又
結
合
の
結
果
、

仮
令
調
占
が
成
立

し
た
と
し
て
も
ト
ヶ
川

F
力
〆
一
氏
哀
ノ
ゴ
》
ひ
土
尽
く
、

irHY
一

了

五

1
1
7
d
)
l
f

却
っ
て
之
を
例
殺
し
た
陀
外
な
ら
な
い
と
ず
否
。

司

z
e

、
、
1
土
色
え

E
Z
ζ
b
u
A
-

粁
合
と
じ
よ
組
本
，
刀
臼
走

を
一
不
す
の
は
競
争
庁
と
し
て
の
優
越
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
結
合
は
競
争
力
の
強
化
を
日
的
と
す
る
も
の
な
り
と
の
考
へ
が
出
て
来

る
の
で
あ
る
。

と

h
h
k

「
企
業
結
合
論
」

の
論
や
る
と
こ
ろ
を
巧
察
す
る
に
常
り
、
問
題
を
第
一
部
売
る
競
争
力
の
分
析
に
限
り
、
結
合
が
競
争

力
に
如
何
友
る
影
響
を
興
へ
る
か
、
換
言
す
れ
ば
彼
の
立
場
よ
り
見
る
と
き
、
何
故
結
合
が
行
は
れ
る
か
の
説
明
を
見
る
こ
と
、
す

る
。
然
し
そ
の
中
、
生
産
費
の
低
下
に
つ
い
て
の
所
論
は
忌
も
特
異
友
る
も
の
と
考
へ
る
か
ら
、
特
に
此
の
鮎
を
詳
諭
し
、
最
後
に

多
少
の
批
判
を
加
へ
た
い
と
忠
ふ
。

一
一
吉
断
っ
て
お
き
た
い
の
は
、

マ
ッ
ク
グ
レ
ゴ
ー
ル
が
企
業
結
合

ZEω
訂正

EEL-zgz
と
呼
ぶ
時
、

カ
ル
テ
ル
・
ト
ラ
ス
ト

等
の
形
態
の
如
何
に
拘
ら
や
、
従
来
濁
立
に
活
動
し
来
り
、
向
叉
活
動
し
得
る
数
個
の
企
業
に
到
し
、
多
少
と
も
完
全
た
共
同
統
制

企
業
結
合
と
外
部
節
約
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一C
四

第

ま虎

一C
凶

を
加
へ
ん
と
す
る
経
済
的
組
織
方
法
の
す
べ
て
を
指
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
混
と
犯
逸
に
於
て

的
結
合
の
意
に
用
び
る
揚
ム
口
よ
り
も
朕
く
、

-内

2
3
F
E
t
E
C
Z

を
縦
断

又
働
関
西
で
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
意
味
に
川
ひ
ら
れ
る

tu 

Ay--z-E

戸。
に
限
る
の
で
も
と
い
。

最
も
成
い
概
念
で
る
っ
て
時
に
白
己
膨
脹
を
含
め
て
論
ぜ
ら
れ
る
。

競
等
力
と
企
業
結
合

企
説
叶
日
山
台
が
h如
何
な
る
動
機
に
よ
っ
て
行
は
れ
、

如
何
た
る
折
川
県
を
泊
ふ
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
論
や
る
揚
合
、

占
比
九
凡

rhぃ、じし‘
F

一

点

m
A
L
t
-
4川
A
日一九

Z
U

重
視
す
る
英
国
接
者
に

つ
の
共
通
就
が
あ
る
。

そ
れ
は

つ
の
企
業
が
競
争
を
泊
じ
て
次
第
に
拡
大
し
、
迩
に
杭
ん
口
に
至
る
も
の

と
し
て
、
卸
ち
大
規
模
生
産
の
問
題
と
し
て
、
自
己
膨
脹
と
鮎
ム
?
と
を
統
一
的
に
理
解
ぜ
ん
と
す
る
と
と
で
あ
る
。
例
へ
ば
ロ
ピ
ン

ソ
ン
、

7
1
カ
ン
ド
然
旬
、

マ
ッ
ク
グ
レ
ゴ

l

ル
も
亦
然
め
で
る
る
。
競
争
に
於
て
J

伺
利
た
る
地
位
に
玄
つ
に
は
殻
争
力
を
強
化
す

4
4
5

プ
子
J
A

ァ
白
・

i
h

る
必
要
が
あ
る
。
企
業
が
趨
距
規
模
に
向
っ
て
膨
脹
棋
大
す
る
の
も
.
企
業
が
結
合
す
る
の
も
此
の
同
ヒ
理
山
に
よ
る
。
従
っ
て

競
争
力
を
構
成
す
る
要
素
と
は
企
業
の
規
模
を
決
定
す
る
要
素
で
も
あ
る
。

ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
分
類
に
従
へ
ば
企
業
の
規
模
を
決
定
す
る
要
素
は
凡
そ
五
つ
あ
る
。
部
ち
技
術
的
要
素
・
絞
削
雷
管
理
的
要
素
・
金
融

的
要
素
・
市
揚
に
闘
す
る
要
素
・
企
業
危
険
及
愛
動
の
要
素
之
で
あ
り
、

こ
れ
ら
に
針

L
企
誌
の
成
長
の
問
題
、
産
業
の
規
模
(
外
部
節

約
)
.
地
理
的
分
布
等
の
事
情
が
影
響
す
る
c

マ
ー
カ
ン
ド
の
説
く
と
こ
ろ
も
木
質
的
に
之
と
大
差
た
い
。

亡
の
五
ム
刀
法
は
企
業
の
規

模
に
つ
き
考
察
を
行
ふ
揚
ム
口
最
も
区
鵠
を
得
.
且
理
解
に
使
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
認
マ
ッ
ク
グ
レ
ゴ
ー
ル
を
見
る
に
、
彼
は
競
争

力
の
分
析
に
於
て
次
の
間
つ
の
も
の
を
拳
げ
る
が
、

-A等
も
結
局
上
記
五
要
素
の
何
れ
か
に
属
せ
し
必
符
る
の
で
あ
る
。
邸
ち
(
一
)

fi. 
Ibid.. p. I-2. 
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「
生
産
能
率
。
一
と
い
へ
る
も
の
は
技
術
的
要
素
及
び
経
管
管
理
的
要
素
に
閲
す
る
。

(
二
)
「
企
業
危
険
」
は
上
記
第
五
の
要
素
で
あ
り
、

(
三
)
「
取
引
力
」
宮
元
旦
巳
ロ
岡
田
[
向
。
口
問
『
『
と
は
市
場
に
闘
す
る
要
素
と
金
融
的
要
素
と
に
闘
す
る
も
の
を
意
味
し
、
唯
(
四
)
共
他
の

寸
術
策
」
』
内

5
5
8
と
い
へ
る
も
の
は
此
等
各
種
の
要
素
に
関
係
す
る
。

か
〈
て
一
酉
こ
れ
ら
四
黙
は
何
れ
も
規
模
の
横
大
陀
闘
す

る
要
素
で
も
あ
る
が
、
議
に
は
競
争
力
の
強
化
宇
一
行
ふ
た
め
に
企
業
結
合
が
如
何
友
る
効
果
を
も
っ
か
を
此
等
間
結
に
つ
い
て
少
し

く
詳
細
に
見
一
怠
け
れ
ば
友
ら
ね
。

第
一
ー
に
、
生
産
能
率
と
い
ふ
の
は
技
術
的
並
に
経
替
管
理
上
よ
り
見
た
る
生
産
費
低
下
の
問
題
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
生
産
費
の
引

下
げ
が
競
争
力
主
強
め
る
こ
と
は
一
一
片
品
迄
も
な
い
。
訟
で
は
問
題
在
二
つ
の
抑
制
令
に
分
ち
、
生
査
が
過
剰
で
な
〈
市
相
官
が
正
常
酌
で

あ
る
場
合
島
、

生
産
過
刑
判
、

む
い
て
過
度
の
抗
争
あ
名
場
合
L

そ
恒
別
し
て
考
察
す
る
必
裂
が
あ
る
。

L
E
e〉
A
1
kノ
〉
河
一
一
η
λ
3

こ
コ
、
一

J
ノ

J
-
称
則

E
h
d
L
l切
ぷ

E
U
J
L
寸

見
る
。最

も
注
意
を
要
す
る
は
議
論
の
出
議
結
に
於
て
代
表
企
業
を
前
提
し
て
ゐ
る
こ
ん
一
で
あ
る
叫
代
表
企
業
と
は
、
そ
の
時
代
の
経
済

的
費
展
の
典
型
と
さ
れ
る
企
業
で
あ
り
、

「
相
嘗
の
長
命
と
相
官
の
成
坊
を
持
ち
、
正
常
能
力
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
、
そ
の
線
生
産

規
模
に
届
す
る
内
部
外
部
の
節
約
を
正
常
に
享
受
せ
る
企
哉
)
で
あ
る
限
り
、

と
れ
ら
の
聞
に
は
共
通
の
利
釜
|
外
部
節
約
1
1
1

が
実
第
に
愛
遣
す
る
。
代
表
企
業
は
既
に
成
長
の
限
界
に
立
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
之
を
超
え
て
更
に
生
産
費
の
低
下
を
得
ん
と
す
る
な

ら
ぽ
、
外
部
節
約
を
結
合
に
よ
っ
て
増
強
し
又
は
内
部
化
し
、
以
て
と
の
利
袋
を
組
織
化
し
確
然
た
る
も
の
と
す
る
外
は
な
い
。
此

の
「
外
部
節
約
の
増
強
及
び
内
部
化
」
に
結
合
の
意
義
が
あ
り
、
動
機
が
あ
る
の
で
る
る
。

申
引
に
市
場
に
過
度
の
競
等
あ
る
場
合
に
は
結
合
は
所
謂
「
湖
及
的
節
約
」

E
5田宮内
Z
Z
再

2
5ミ
を
賓
現
ず
る
。
正
常
在
名
市

企
業
結
合
と
外
部
節
約

第
四
十
六
巻

第

競

一。五
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場
欣
況
の
場
合
に
は
賂
来
資
生
す
べ
き
過
度
の
競
争
に
備
へ
る
た
め
の
生
産
費
引
下
げ
で
あ
っ
た
に
針
し
、
此
の
場
合
は
競
争
の
結

川
市
に
針
し
て
庭
す
べ
き
生
産
費
引
下
げ
方
策
で
あ
る
。
邸
ち
結
合
を
行
ひ
た
る
後
、
非
能
李
的
設
備
を
休
柑
押
し
、
能
率
高
き
設
備
を

な
る
べ
く
会
運
轄
に
近
く
維
持
す
る
。

こ
の
方
法
は
ト
ラ
ス
ト
K
於
て
屡
と
賓
行
さ
れ
た
。
例
へ
ば
我
同
製
紙
業
ト
ラ
ス
ト
及
び
カ

ル
テ
ル
を
組
織
す
る
犬
企
業
等
に
於
て
見
る
通
り
で
あ
る
。
勿
論
、
結
合
さ
れ
る
企
業
の
民
牧
債
格
左
、
結
合
を
議
議
し
仲
介
す
る

金
融
業
者
(
宮
c
-
z
c
E
J
V
L
叫
訓
ず
る
被
酬
が
多
額
に
上
お
場
合
に
は
必
や
し
も
生
産
品
孔
の
低
下
と
は
た
ら
た
い
。
資
本
の
水
哨
し
と
呼

ば
れ
る
易
合
之
で
あ
る
。

第
二
に
、
企
業
危
険
に
関
し
て
結
合
は
競
争
力
を
強
め
る
。
企
業
危
険
と
は
(
一
)
需
要
の
受
化
又
は
不
合
理
性
よ
b
来
る
も
の
、

夜
明
・
通
商
路
-
M
W
働
市
場
・
資
本
市
場
の
餐
化
等
、

延
い
て
景
気
鍵
動
よ
り
来
る
も
の
と
に
分
た
れ
る
が
、
前
者
は
之
を
如
何
と
も
し
難
く
、
た
ピ
後
の
一
一
者
に
針
し
て
結
合
は
意
義
を

も
っ
“
か
L
る
危
険
を
冒
し
、
危
険
に
針
し
て
備
へ
、
叉
危
険
よ
り
来
る
損
失
に
犠
へ
る
こ
と
を
得
し
め
る
の
で
あ
る
。
此
の
考
慮

(
二
)
塞
殺
的
競
争
の
早

-rs己
2
5芳
江
戸
ゲ
ロ

よ
り
来
る
も
の
、

及

ぴ
( 

) 

マ
ッ
ク
グ
レ
ゴ
ー
ル
は
「
企
業
結
合
論
」
以
後
に
も
径
と
之
を
重

親
し
、

E
B
=一回目
s
p
p
d
一己主

2
呉
、
、
な
る
語
を
以
て
金
業
結
合
の
最
も
主
な
る
動
機
と
し
て
ゐ
る
。
最
近
結
合
は
景
気
持
蛍
動
よ
り
来

qゆ

る
危
険
の
防
止
を
な
す
も
の
た
り
と
設
く
製
者
も
あ
る
。

が
企
業
結
合
に
於
て
最
も
有
力
な
る
こ
と
は
多
一
一
日
を
要
し
友
い
e

第
三
に
、
企
業
は
原
料
購
入
と
製
品
販
費
に
於
て
不
完
全
市
場
に
直
面
す
る
。
個
K

の
取
引
に
於
て
懸
引
を
行
ふ
こ
と
は
暫
く
措

昔
、
企
業
結
合
が
市
場
に
於
け
る
相
手
方
に
或
る
制
墜
を
加
へ
て
自
己
の
取
引
上
の
地
位
を
強
化
す
る
と
と
を
得
れ
ば
競
争
力
の
上

に
妓
果
が
る
る
。

か
L

る
カ
を
彼
は

g
a弘
司
己
認
さ

g同
吾
と
名
づ
け
る
(
遁
課
で
は
な
い
が
以
下
偲
に
取
引
力
と
課
す
る
)
。
不
完
全
左

Mar.shall， A.， Principles of economics， 8th ed.， p・:5I:i'.
Macgregor， Ibid.， p. 20-28. 
Ibid.， P・39-45・
Florence， P. S.， The logic of industrial organization， J9:;3， p. 49 品参J!ç~ 0 

Macgregor， ibid.， p・46-61.
Prihram， K.， Cartel prohlems， 1935. p. 9参照。
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る
市
場
に
於
て
は
需
要
曲
線
・
供
給
曲
線
は
幾
何
事
ヒ
の
線
で
は
な
く
、
或
る
幅
を
も
っ
。
そ
れ
故
結
合
は
此
の
幅
を
撹
げ
て
相
手

方
の
徐
刺
利
一
仕
を
侵
し
得
る
の
で
あ
る
。
現
賓
の
方
法
は
庚
義
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
政
策
で
あ
る
が
、
我
閣
紡
績
業
に
於
て
見
る
如
き
排

る他
旨 白勺
の取
契引
約契
も約
乏土
に;そ
局の
す重
る1町一要。v な

も
の
で

あ
り

」ー

の
外

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
劃
し
て
信
用
・
運
送
手
段
・
努
働
等
を
利
用
せ
し
め
ざ

企
業
結
合
が
競
争
力
を
強
化
す
る
手
段
は
以
上
の
如
き
も
の
に
止
ら
友
い
。
前
中
辿
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
政
策
の
如
く
取
引
の
相
手
方
に

或
る
強
制
を
加
へ
る
以
外
に
、
原
料
資
源
を
買
占
め
交
通
機
関
を
買
牧
ず
る
如
く
、
間
早
漏
に
て
行
ひ
得
る
種
々
の
戦
略
的
方
法
が
あ

る
。
第
四
の
も
の
と
し
て
7

ツ
ク
グ
レ
コ

l
μ

は
之
を
術
策

-
E
E
2

し
-
洛
壬
毛

J
Z
'う
3
F
J
5
5
3

c
p
E
1
7
1
u
v
j
』

2

あ
る
意
時
代
於
て
取
引
力
強
化
の
方
訟
の
一
段

以

U

L
-
〉
ヨ
又
p
〉

E
詰
て

E
5
'う
3
-
一
/
ご

E
H
E戸

I
勺
J
K円

¥
T
Zえ
工

色

t
H
dゴ
べ
見
川
コ
』
J

左
/
一
b
p
w
丁
目

373
。

A
V
E耳
、
1
一

E
耳
3
1
2
1
U
J〈
I
L
P

ト
ト
糾
明
白
鴎
向
日
土
中

J
E
-
J
て二
Z
U
Dれ引
U十
↑

4
7
2
Z
E
t
z干
J

と
呼
ぶ
。

憾
で
の
種
類
の
企
業
結
合
に
於
け
る
動
機
を
競
争
力
の
強
化
と
い
ふ
立
場
よ
り
見
、
併
せ
て
そ
こ
に
取
ら
れ
る
方
策
を
以

k
四
つ

に
八
刀
ち
説
明
し
た
の
で
あ
る
。
今
、
形
態
別
に
見
る
左
ら
ぽ
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
及
び
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
目
標
と
す
る
の
は
主
と
し
て
第

一
の
貼
で
あ
り
、
屡
と
第
四
の
方
策
も
問
題
と
な
る
で
あ
ら
う
。

カ
ル
テ
ル
の
結
成
の
動
機
は
第
二
・
第
三
の
貼
に
あ
る
。

ト
ラ
ス

ト
に
於
て
は
此
等
棉
て
の
酔
認
が
問
題
と
た
り
得
る
。
唯
カ
ル
テ
ル
の
如
き
技
術
的
方
面
、
即
ち
生
虫
出
費
低
下
に
針
し
て
殆
ど
何
等
の

数
果
を
持
ち
得
示
、
従
っ
て
唯
販
寅
債
格
の
み
を
統
制
の
主
要
目
標
と
せ
る
も
の
に
る
っ
て
は
、
間
占
的
地
位
た
る
要
素
を
導
入
す

る
と
と
な
〈
し
て
そ
の
結
合
の
動
機
を
十
分
武
明
し
得
る
や
否
や
、
疑
問
の
徐
地
を
捜
し
て
ゐ
る
。
排
他
的
契
約
の
如
き
は
、

ル
シ
ユ
キ
1
の
論
や
る
如
〈
、
費
質
的
方
策
に
非
や
し
て
形
式
的
方
策
と
見
る
べ
き
で
は
友
か
ら
号
か
。

チ

か
く
し
て
競
争
力
の
強
化
を
以
て
企
業
結
合
の
動
機
並
に
妓
巣
を
す
べ
て
説
明
し
謹
せ
り
や
否
ゃ
に
問
題
は
あ
る
と
し
て
も
、
そ

企
業
結
合
と
外
部
節
約

第
四
十
六
巻
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企
業
結
合
在
外
部
節
約

第
四
+
六
巻

O 
i'-

害事

競

一O
八

の
第
二
乃
至
第
四
の
黙
に
つ
い
て
企
業
結
合
の
放
田
市
は
疑
び
難
い
。
唯
第
一
の
賄
、
就
中
正
常
的
市
揚
を
想
定
せ
る
揚
合
に
つ
い
て

は
街
詳
細
に
考
察
の
必
安
が
あ
る
。

外
部
節
約
の
増
強
と
内
部
化

代
表
企
業
が
成
長
の
限
界
に
注
し
た
る
と
き
企
業
結
合
に
よ
り
外
部
節
約
を
増
強
し
又
は
内
部
化
す
る
に
至
る
ム
」
説
〈

b

之
は
何

を
意
味
す
る
か
。
認
に
い
ふ
「
外
部
節
約
」

2
5
5一
2
5
2】
)
、
は
明
か
に
マ
ー
シ
ャ
ル
の
概
念
を
そ
の
ま
L
町
ひ
た
る
も
の
で
あ

る
か
ら
特
に
説
明
を
加
へ
る
必
要
は
な
い
。
然
し
乍
ら
そ
の
増
強
又
は
内
部
化
と
は
何
を
意
味
す
る
か
、
内
部
化
へ
の
酵
機
及
び
過

程
は
如
何
な
る
も
の
か
、
之
が
第
一
の
問
題
で
あ
る
。
増
強
又
は
内
部
化
さ
れ
得
る
外
部
節
約
と
は
具
躍
的
に
何
で
あ
る
か
、
第
二

の
問
題
は
之
で
あ
る
。

一
、
前
に
も
述
べ
た
る
如
〈
過
度
の
競
争
を
前
提
し
な
い
。

そ
の
時
如
何
に
し
て
結
合
へ
の
特
機
が
見
附
さ
れ
る
か
。
現
賞
に
は

首
然
大
小
各
種
の
規
模
の
企
業
が
併
存
す
る
。
か
h
h

る
併
存
の
設
明
は
マ
ー
シ
ャ
ル
以
来
諸
製
者
に
と
っ
て
一
つ
の
問
題
で
あ
っ
た

が
、
今
こ
の
黙
は
直
接
闘
係
が
危
い
。
唯
注
意
す
ぺ
き
は
各
種
の
規
模
の
企
業
が
存
在
す
る
が
故
に
、

一
財
の
正
常
生
産
費
b
t
研
筑

す
る
に
営
り
マ
ー
シ
ャ
ル
は
代
表
企
業
な
る
概
念
を
用
ひ
、
之
に
つ
い
て
そ
の
経
済
枇
舎
に
存
す
る
内
部
節
約
及
び
外
部
節
約
を
見

た
こ
と
で
あ
る
。

マ
ッ
ク
グ
レ
ゴ

1
凶
作
も
亦
こ
の
代
表
企
業
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
の
で
あ
る
。
先
づ
そ
れ
は
内
部
節
約
と
外
部

節
約
と
を
正
常
に
若
く
は
相
官
応
に
享
受
し
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
c

か
く
て
代
表
企
業
は
軍
位
川
区
り
生
産
費
を
十
分
低
下
し
て
成
長
の
限

界
に
あ
る
。
然
る
に
そ
れ
ら
が
澗
立
生
産
を
行
ふ
と
き
相
互
の
間
に
共
通
の
利
続
が
次
第
に
設
達
す
る
。
之
町
ち
外
部
節
約
で
る
る

青山秀夫、濁占の経済理論、 260頁以下参照。 Shove，G. F.， Increasing retllrns 
and the representative firm; A symposium， ][ (γhe Economic JouJ'nal， 
March 1930， p. 101ー)



が
、
外
部
節
約
は
各
企
犯
の
計
事
的
活
動
の
結
果
で
は
な
い
。
之
を
個
々
の
金
主
の
た
め
に
調
整
す
る
こ
と
も
増
進
す
る
こ
と
も
不

可
能
で
あ
り
、

い
は
ピ
自
然
淘
汰
の
過
程
を
通
じ
て
各
企
業
に
配
分
さ
れ
る
の
で

又
意
聞
さ
れ
な
い
。
ョ
二
百
一

E同
Z
D
K
於
て
、

あ
る
。
唯
一
つ
此
の
外
部
節
約
を
か
t
h

る
過
程
に
先
立
っ
て
享
交
し
、
且
之
を
容
易
な
ら
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
之
が
企
業
結
合
で

あ
る
。
卸
ち
結
合
が
外
部
節
約
を
潜
在
的
に
し
て
調
整
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
よ
り
、
確
然
た
る
も
の
に
組
織
化
す
る
事
に
よ
っ
亡
、
代

表
企
業
は
始
め
て
成
長
の
限
界
を
破
っ
て
生
産
一
費
低
下
を
更
に
寅
現
し
得
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
誌
に
企
業
結
合
の
妓
山
市
が
あ
り
、

従
っ
て
結
合
へ
の
動
機
が
あ
る
。

外
部
節
約
な
る
も
の
は
内
部
節
約
と
針
立
す
る
概
念
で
あ
り
、

一
般
に
個
々
の
企
業
の
規
模
以
外
の
も
の
に
依
存
す
る
節
約
で
あ

る

「
守
レ
し
き
-
4
L

ピ
5
Aよ
由
子

t
F曲
JT町
〉

1
1
1
〉
い

3

]
〉

I

a

t
-
A
r
h
U
7
h
f
i
t
-
z判
。
，

m
'
d
M
n
円

iσ
自

F
r，
q
て

巨
大
に
川
引
が
牧
め
る
も
の
と
迎
常
見
ら
れ
て
ゐ
Z
M

節
約
の
多
く

は
個
関
工
場
の
塊
模
の
如
何
に
依
存
す
る
も
の
で
は
な
い
。
或
る
も
の
は
附
近
一
帯
に
於
け
る
そ
の
種
の
線
生
荷
量
に
依
存
す
る
。

他
方
或
る
も
の
は
更
に
主
と
し
て
全
文
明
世
界
に
4

お
け
る
棉
生
産
量
に
依
存
寸
恥
。
」
換
言
す
れ
ば
外
部
節
約
に
は
次
の
三
種
の
も

の
が
含
ま
れ
る
。

(
一
こ
般
経
枠
組
織
及
び
社
合
組
織
の
殻
遣
に
よ
る
も
の
、

(
一
一
)
常
該
産
業
の
組
織
の
設
展
に
基
〈
も
の
‘
及
び

(
一
一
一
)
産
業
の
地
方
的
集
中
に
基
く
も
の
で
あ
ム
。
而
し
て
此
等
の
中
マ
ー
シ
ャ
ル
に
於
て
最
も
章
一
硯
さ
れ
、

又
今
日
に
於
て
も
最
も

怠
義
多
き
は
地
方
的
集
中
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
兵
韓
的
に
言
へ
ば
、
特
化
の
進
展
と
補
助
産
業
の
成
立
と
熟
練
持
働
の
作
在
と
に

よ
る
生
産
費
の
低
下
で
あ
る
。
企
業
結
合
を
以
て
外
部
節
約
を
増
強
し
内
部
化
ず
る
も
の
友
り
と
す
る
マ
ッ
ク
グ
レ
ゴ
ー
ル
が
、
同

一
地
方
に
存
在
す
る
企
業
の
結
合
を
第
一
級
の
結
合
と
し
、
然
ら
ざ
る
も
の
を
第
二
級
の
結
合
と
す
る
の
は
一
は
か
L

る
事
情
に
基

く
。
然
し
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
一
産
業
全
般
の
愛
展
に
基
〈
外
部
節
約
訟
も
相
常
に
注
目
し
て
ゐ
る
。
企
業
結
合
に
よ
っ
て

「
個
々
の
企

企
業
結
合
と
外
部
節
約

第
四
十
六
巻

一O九

第

競

O 
九

Macgregor， ibid.， p. 27-28. 
Ibid.， p. 20. 
MarshalJ， ibid.， p. 265・
Macgregor， ibid.， p. 20， Robinson， ibil<i.勺 p・'36-7，'57・
:i¥farshal]， ibid'J P・271-，，83・ 又或岳地方製品の華街による部分市場確保とい
中利益もあ盈 (Macgregor，ibid.， p. 23)。
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企
業
結
合
と
外
部
節
約

第
四
十
六
巻

O 

第

銃

O 

業
が
生
産
過
程
の
一
部
門
に
特
化
す
る
や
ろ
に
企
業
問
の
機
能
の
再
分
配
が
行
は
れ
る
た
ら
ば

一
産
業
又
は
一
地
方
の
外
部
節
約

は
著
し
〈
増
強
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
個
々
の
利
害
も
自
然
淘
汰
も
企
業
結
合
ほ

E
容
易
且
有
款
に
外
部
節
約
を
寅
現
ず
る
と
と
は
同

来
友
同
o
」
然
ら
ば
榊
強
さ
れ
内
部
化
さ
れ
得
る
外
部
節
約
は
そ
の
中
如
何
な
る
部
分
で
や
り
う
か
。

ー

一、
?
ツ
ク
グ
レ
ゴ
ー
ル
ば
外
部
節
約
の
本
質
と
そ
れ
そ
結
合
に
よ
っ
て
増
強
し
又
は
内
部
化
し
得
る
乙
と
を
説
い
て
、

内
部
化

さ
れ
て
得
ら
れ
る
利
恥
が
具
醐
閥
的
に
如
何
た
る
も
の
で
b
る
か
を
説
か
な
い
。

今
少
し
〈
彼
の
誌
を
詳
仰
に
見
る
も
、
「
(
一
)
士
コ
入
3

か恥

m
f
E

は
外
部
節
約
の
或
る
力
を
柑
現
L
、
今
乙
代
表
的
組
織
の
範
囲
を
棋
大
す
る
と
と
に
よ
っ
て
外
部
節
約
の
多
く
を
内
部
化
し
、
共
同

の
統
制
下
に
ゐ
く
も
の
で
る
る
o
」
と
い
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
増
強
及
び
内
部
化
と
い
ふ
漠
然
た
る
用
語
の
意
味
を
明
瞭
に
す
る
た
め
に

節
約
の
具
強
的
な
内
存
を
見
る
必
要
が
あ
る
。

今
誌
に
数
個
の
企
業
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
聞
に
外
部
節
約
が
愛
反
し
て
来
た
と
す
る
。
そ
こ
で
此
等
企
業
が
結
合
す
る
左
ら

ば
、
例
へ
ば
既
に
そ
の
間
に
行
は
れ
て
ゐ
た
工
揚
の
特
化
を
安
定
し
・
更
に
之
を
進
め
る
こ
と
を
得
、
又
補
助
産
業
を
企
業
内
部
に

包
掃
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
か
L
る
揚
合
に
は
疑
ひ
も
た
〈
外
部
節
約
は
内
部
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
若
し
か
L
る
結
合
内
部
の
特

化
が
更
に
外
部
の
企
業
と
の
聞
に
特
化
を
進
め
る
に
至
る
‘
な
ら
ば
外
部
節
約
を
増
強
し
た
こ
と
に
な
る
。
唯
こ
れ
ら
の
利
径
は
多
数

の
、
叉
は
相
営
規
模
の
企
業
の
結
合
に
於
て
始
め
て
賞
現
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
ら
う
。

然
る
に
外
部
節
約
の
増
強
及
び
内
部
化
に
つ
い
て
今
一
つ
の
場
合
を
考
へ
る
と
と
が
出
来
る
。
外
部
節
約
に
よ
っ
て
も
得
ら
れ
る

利
益
左
同
じ
も
の
が
企
業
結
合
に
よ
っ
て
も
符
ら
れ
る
と
い
ふ
事
賓
が
る
る

J

マ
ッ
ク
グ
レ
ゴ
ー
ル
が
「
自
然
淘
汰
(
古

F
r
o
-
。占

』

E
の
意
)

に
先
立
っ
て
之
を
享
受
す
る
。
」
と
一
一
一
日
へ
る
は
か
t
A

る
事
賞
を
指
す
も
の
と
考
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
而
し
て
之
は
ニ
個
の

Ibid.噌 p.28. 
Ibid.; p. 28 (1ftし(-)， (ニ)は筆者挿入)・
lbid勺 p.27 (括弧筆者)

}
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ブ
ロ
レ
ン
ス
が
大
規
模
作
業
の
利
続
と
し
て
挙
げ
る
も
の
L
中、

「
外
部
節
約
に
優
る
内
部
節
約
」
と
い
ふ
次
の
諸
項
は
か
L

る
揚
合
を
一
暗
示
す
る
。

企
業
が
結
合
し
た
る
場
合
に
も
既
主
賓
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

( 

ー
』

持
働
と
機
械
と
の
特
化
は
、
他
方
に
特
化
部
分
を
綜
合
す
る
費
用
の
増
加
を
件
ふ
。
と
の
費
胤
は
企
業
の
地
方
的
集
中
に

よ
っ
て
も
低
減
さ
れ
る
が
、
同
一
工
揚
内
に
於
て
は
最
も
小
で
め
る
。

工
程
問
の
運
送
費
・
計
聾
命
令
等
に
闘
す
る
経
叫
営
費
然
り
、

又
修
繕
・
部
分
品
製
作
等
の
補
功
的
作
品
宋
に
要
す
る
費
用
も
亦
同
一
工
場
に
於
て
そ
れ
が
行
は
れ
る
場
合
に
最
も
少
額
に
で
足
る
。

然
し
乍
ら
こ
れ
ら
の
貸
別
は
相
佐
近
せ
る
企
業
を
結
合
し
た
る
場
合
に
も
相
常
低
減
し
得
る
。
我
闘
窒
素
工
業
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は

を
の
間
組
問
梓
な
帯
周
例
L
」

b
J

れ
る
で
あ
ら
う
。
上
記
の
如
き
費
用
が
少
け
れ
ば
特
化
を
十
分
に
進
め
る
と
と
を
初
、
印
ち
外
部
節
約
に
て

川
川
り
る
べ
き
利
低
配
内
部
節
約
と
し
て
平
交
す
る
こ
と
、
な
る
の
で
あ
る
。

分
散
せ
る
数
工
場
と
雄
も
一
つ
の
統
制
下
に
置
か
れ
る
時
は
少
か
ら
ざ
る
利
径
を
持
つ
。
原
料
産
山
地
そ
の
他
の
事
情
よ

( 

一一) 

り
し
て
散
在
せ
る
数
企
業
の
工
場
も
之
を
結
合
す
れ
ば
特
許
・
製
造
上
の
秘
密
等
を
共
有
し
、

又
標
準
化
を
精
密
且
完
全
な
ら
し
め

得
る
。
顧
客
の
信
用
調
査
・
市
況
調
去
の
如
き
知
識
も
亦
共
同
に
利
用
さ
れ
る
。
「
標
準
化
と
大
量
生
産
.
と
は
一
企
業
内
部
に
お
け

る
個
別
的
標
準
化
ほ
ど
完
全
に
行
は
れ
る
と
と
は
な
い
叫
」
と
れ
ら
亦
外
部
節
約
に
て
も
得
ら
る
べ
き
利
従
ゼ
あ
る
。

以
上
浦
て
へ
た
る
如
く
、
外
部
節
約
の
増
強
及
び
内
部
化
に
は
、
既
に
外
部
節
約
を
得
て
ゐ
る
企
業
の
結
合
に
よ
り
、
之
を
文
字
通

。
内
部
化
し
て
確
保
す
る
場
合
と
、
外
部
節
約
に
て
得
ら
れ
る
べ
き
利
径
を
結
合
と
い
ふ
他
の
塗
に
て
享
受
す
る
場
合
と
を
考
へ
得

る
。
(
と
の
他
結
合
が
外
部
簡
約
を
外
部
節
約
と
L
て
増
強
し
得
る
場
合
も
存
す
る
J

而
し
て
地
方
的
に
集
合
せ
る
多
数
の
企
業
が
殆
ど
一
時

に
結
合
す
る
如
き
こ
と
は
事
責
上
限
怖
で
あ
る
。
前
の
意
味
に
於
け
る
内
部
化
の
み
を
言
ふ
な
ら
ば
大
な
る
費
用
低
下
を
招
ノ
¥
揚
ム
口
は

企
業
結
合
と
外
部
節
約

第
四
十
六
巻

第

披

Florence. ibid.~ p. 14・(彼は大規模生J査といよ、認を避けてゐるが、描帝宅内

諾を以て呼ばれるところと略同ピである。)
Ibid.， p. 15・
Ibid. 

10) 

[2) 



企
業
結
合
と
外
部
節
約

策
四
十
穴
巻

第

最左

少
〈
、
従
っ
て
一
般
の
企
業
結
合
を
説
明
す
る
こ
と
を
川
げ
な
い
で
あ
ら
う
。
か
く
て
寧
ろ
後
の
意
味
に
必
け
る
内
部
化
が
多
〈
の
揚

合
に
結
合
の
動
機
と
た
っ
て
ゐ
る
と
考
へ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
ヴ
イ

l
u一
ア
ン
フ
ェ
ル
ト
が
企
業
結
合
を
促
進
す
る
要
素
と
し

て
述
べ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
も
大
部
分
こ
の
後
の
場
合
に
相
訟
す
る
。
唯
議
で
考
へ
ら
れ
る
の
は
、
か
t
A

る
利
低
は
そ
れ
自
身
最
初
か
ら

内
部
筒
約
で
は
友
い
か
と
い
ふ
事
で
あ
る
。

~!ll 

潜

千

~~ 

批

判

一
、
企
業
結
合
に
よ
っ
て
外
部
節
約
を
増
強
し
又
は
内
部
化
し
得
る
こ
と
は
上
流
一
し
た
と
こ
ろ
よ
り
し
て
明
か
で
る
る
。
川
別
し
て

然
り
と
す
れ
ば
、
此
の
黙
よ
り
生
産
費
の
低
下
を
岡
る
こ
と
が
企
業
結
合
の
動
機
と
校
内
得
る
こ
と
も
疑
ひ
な
い
。
然
る
に
そ
れ
で

は
外
部
節
約
の
存
す
る
と
と
が
企
業
の
結
合
を
招
く
と
い
ふ
結
果
と
な
る
。
之
は
産
業
均
衡
に
闘
す
る
マ

I
シ
ヤ
凡
の
考
へ
l
t
矛
盾

し
友
い
か
。

マ
ー
シ
ャ
ル
は
産
業
均
衡
を
説
明
す
る
た
め
に
外
部
節
約
を
考
へ
た
。
有
利
な
る
出
裂
を
注
し
た
る
企
業
が
そ
の
規
模
を
橋
大
す

る
と
と
に
よ
っ
て
内
部
節
約
を
護
展
せ
し
む
る
た
ら
ば
、

貨
に
は
氷
緩
的
競
争
伊
見

こ
の
地
方
に
於
け
る
一
産
業
を
凋
出
ナ
る
に
至
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
現

産
業
均
術
が
成
立
し
て
ゐ
る
。
企
業
の
中
に
は
盛
衰
あ
る
も
、
か
の
有
名
左
る
「
森
の
比
喰
」
に
た
け

る
如
く
、
産
業
会
館
と
し
て
は
競
争
的
均
衡
が
あ
り
、
代
表
企
業
の
規
模
は
礎
化
し
左
い
a

之
は
該
貨
物
の
供
給
債
格
が
個
k

の
企

業
の
規
模
に
依
存
す
る
の
み
た
ら
や
、
産
業
全
慌
の
規
模
に
も
依
存
す
る
と
と
、
卸
ゆ
り
外
部
節
約
に
よ
っ
て
も
影
響
を
う
け
る
と
と

に
基
く
と
考
へ
る
。
但
し
外
部
節
約
が
如
何
た
る
過
程
を
通
じ
て
均
衡
を
成
立
せ
し
め
る
と
考
へ
る
か
、

マ
ー
シ
ャ
ル
の
論
浦
一
は
十

青山秀夫、前掲帯、 264-2801'[参照。

Wiedenfelo， Gewerbepolitik， S. 19:27， 34-40 
Marshall， ibid.， p・3工5・
Jbid.， p. 346， 39'， 457-9・

13) 
1) 
2) 



八
刀
明
か
で
左
い
。

そ
の
機
構
乃
至
過
程
は
如
何
で
あ
れ
、
外
部
節
約
が
均
衡
を
成
立
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
外
部
節
約

が
均
衡
を
破
壊
し
て
産
業
の
規
模
の
増
大
を
招
く
と
ナ
る
の
は
、
矛
盾
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
進
ん
で
言
へ
ば
、
外
部
節
約
を

考
へ
る
と
否
と
に
拘
ら
宇
「
産
業
均
衡
の
欣
態
に
於
て
は
集
中
の
節
約
百
O
B
E
Y
え

2
2
2
5
5ロ
あ
る
筈
た
し
」
と
す
る
シ
ョ
ー

ヴ
の
説
は
或
る
意
味
に
於
て
是
認
せ
ね
ば
な
ら
ね
。
唯
然
し
乍
ら
シ
ョ

I
ず
が
終
替
者
の
知
識
。
才
幹
・
協
働
心
忙
鑓
化
左
く
し
で
企

業
の
平
均
規
模
の
増
大
を
招
く
如
き
利
得
を
集
中
の
節
約
と
し
、
経
組
両
者
の
上
沼
の
如
き
能
力
が
向
上
す
る
事
に
よ
る
節
約
を
合
理

化
の
節
約

ζ

の
南
者
が
本
質
的
陀
叉
具
樟
的
に
如
何
な
る
も
の
ぞ
意
味
す
る
か
不
明

。
門
司
ロ
〔
》
回
出
〕
可
。
「
困
問

Z
Cロ
m
一一一N
担
ロ

C
ロ

と
す
る
時
、

で
あ
る
。
そ
れ
代
も
拘
ら
や
究
開
業
均
衡
に
沿
い
て
結
合
に
よ
る
一
般
的
利
パ
住
友
し
と
す
る
の
は
正
し
い
。

然
ら
ば
7

ツ
ク
グ
レ
ゴ

l
i
y
の
所
論
は
、
企
業
結
合
の
動
機
を
説
明
し
得
た
い
か
。
者
向
。
企
業
者
の
能
力
の
向
上
と
い
ふ
京
大
な

あ
一
一
製
薬
を
暗
黙
の
中
町
考
慮
し
て
ゐ
た
と
す
れ
ば
、
問
題
は
解
消
す
る
の
で
あ
る
。

「
企
業
結
合
は
、
結
合
に
よ
っ
て
得
ら
る
ぺ

き
利
盆
の
存
ず
る
と
い
ふ
事
貨
の
自
動
的
結
果
で
は
左
い
。
そ
の
時
企
業
を
統
率
す
る
人
物
の
決
断
の
結
果
で
あ
る
o
」
と
の
事
資

と
そ
結
合
に
関
し
て
特
に
強
調
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。
企
業
者
の
知
識
・
才
幹
・
共
同
動
作
に
針
ず
る
理
解
等
の
進
歩
に

よ
っ
て
始
め
て
、
外
部
節
約
を
増
強
し
、

又
は
内
部
化
ず
る
こ
と
も
行
は
れ
る
の
で
あ
り
、
産
業
均
衡
は
破
ら
れ
る
に
至
る
の
で
あ

る
。
企
業
が
撰
張
の
限
界
に
あ
り
、
外
部
節
約
の
存
す
る
こ
と
は
、
結
合
の
必
要
左
る
保
件
・
な
り
と
し
て
も
十
八
刀
友
る
僚
件
で
は
恋

ぃ
。
企
業
者
能
力
の
向
上
と
い
ふ
像
件
を
今
一
つ
加
へ
ね
ば
左
ら
ね
。
彼
は
暗
獣
の
中
陀
之
を
認
め
て
ゐ
た
と
は
考
へ
ら
れ
る
が
、

明
記
す
ぺ
き
で
る
っ
た
と
一
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。

ー一、
マ
ッ
ク
グ
レ
ゴ
ー
ル
に
於
て
企
業
の
結
合
が
生
産
費
の
節
約
を
通
じ
て
競
争
力
を
強
化
す
る
の
は
、
・
次
の
唯
二
つ
の
過
程
に

企
業
結
合
と
外
部
節
約

第
四
十
六
巻

第
二
貌

Shove， ibid.， p. 102-5. 
RooinsOll， ibid.， p. 170・

3) 
4) 
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第
四
十
六
巻

E且

第

量主

E日

一
は
外
部
節
約
の
増
強
・
内
部
化
、
他
は
過
剰
設
備
の
貿
牧
と
休
止
之
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
企
業
結
合
は
内
部

節
約
を
充
賞
褒
展
せ
し
む
る
た
め
に
行
は
れ
る
と
と
は
友
い
か
、
之
が
弐
の
問
題
で
あ
る
。

我
々
は
周
聞
に
於
て
現
在
行
は
れ
て
ゐ
る
企
業
結
合
を
見
る
と
き
.
多
数
の
事
貫
よ
り
し
て
そ
れ
ら
が
大
規
模
生
産
の
利
盆
を
寅

現
ぜ
ん
と
し
、
日
貿
現
し
て
ゐ
る
こ
と
は
之
を
旧
批
判
い
緋
怖
い
。
例
へ
ば
結
合
に
よ
っ
て
、
動
力
費
の
如
官
同
定
山
火
山
t
h
歩
(
の
製
品
に
八
A

散
せ
し
め
、
設
備
及
び
原
料
蹄
入
を
低
敗
政
ら
し
め
、

工
揚
設
備
聞
の
能
ド
刀
の
調
和
を
阿
り
、
抽
出
備
設
備
配
節
約
す
る
如
き
‘
何
れ

も
大
規
模
生
産
の
利
低
、
換
言
す
れ
ば
内
部
節
約
の
務
長
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
企
業
結
合
の
動
機
と
な
る
と
と
は
明
か
で
あ
ら
う
。

更
に
内
部
化
せ
ら
れ
る
外
部
節
約
の
中
、
後
に
跡
事
げ
た
る
も
の
は
内
部
節
約
の
議
長
と
も
見
ら
れ
る
の
で
る
る
。
時
こ
れ
ら
利
益
は

結
合
に
よ
っ
て
の
み
た
ら
や
、
自
己
膨
脹
に
よ
っ
て
も
獲
得
さ
れ
る
。
そ
れ
が
屡
々
結
合
と
い
ふ
過
程
に
よ
る
に
は
向
二
つ
の
迎

'm

が
あ
る
。

企
業
が
商
品
を
販
貰
せ
ん
と
す
る
市
揚
は
疑
ひ
も
友
く
不
完
全
市
揚
で
あ
る
。

一
物
一
債
の
法
則
は
行
は
れ
な
い
。
個
別
需
要
曲

線
は
水
平
で
は
友
い
。
従
っ
て
企
業
が
大
規
模
生
産
の
結
呆
た
る
大
量
の
商
品
を
販
費
せ
ん
止
す
れ
ば
、
他
の
企
業
の
販
路
を
侵
略

せ
ね
ば
な
ら
や
多
額
の
販
賓
費
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
顧
客
を
得
る
た
め
に
成
長
の
費
用

k
F
・

c-
同
D
E
ロ
E
ロ
)
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
販
賓
の
困
難
は
マ
ー
シ
ャ
ル
に
於
て
も
重
視
さ
れ
、
産
業
均
衡
を
説
明
す
る
た
め
に
‘

R
E
C「
htod〈

H
F
(
]
凶
・

外
部
節
約
と
共
に
こ
の
鮪
が
皐
げ
ら
れ
て
ゐ
ち
若
し
何
等
か
の
方
法
に
よ
り
此
の
販
寅
の
困
難
を
除
き
又
は
緩
和
す
る
と
と
を
得

る
な
ら
ば
、
内
部
節
約
を
護
展
せ
し
め
得
る
わ
け
で
あ
る
。
然
る
に
結
合
は
他
企
業
の
需
要
を
奪
取
す
る
困
難
を
回
避
す
る
。
結
合

を
構
成
す
る
企
業
が
夫
々
従
来
維
持
し
て
ゐ
た
小
さ
友
部
分
市
場
を
提
供
す
る
か
ら
で
る
弘
r

Ibid.， p. 19-45. 
Ibid.， p. 1-2によれば、彼は結合と膨脹とを一括して考星空してゐ zi筈である。
Ibid.， p. 120 (成長主妨げる今一つの吾吾索として不-Ili'をるげてゐるj
MaTohall， ibicI.; 'p: 286， 391; 396-8， 457-8.青山秀夫、前掲詩、 266，272頁以
下参照。 比 一 一

Robinson， ibid.， p. 124-5， ]'10間 nce，ibid.， p. 86. 
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今
一
つ
企
業
の
成
長
を
妨
げ
る
事
情
が
あ
る
。
生
産
費
低
下
(
能
率
榊
大
)
の
不
連
続
性
之
で
る
る
。

一
般
に
規
模
の
一
増
大
と
生
産

受
の
低
下
と
は
連
鎖
的
に
相
平
行
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
事
責
は
屡
均
一
然
ら
や
し
て
規
模
強
大
の
途
中
k

h
い
て
、
例
へ
ば
技
術

的
に
見
れ
ば
向
適
正
黙
に
蓮
〈
、
し
か
も
経
管
上
よ
り
見
る
な
ら
ば
個
人
企
業
と
し
て
は
梢
大
に
過
ぎ
る
と
い
ふ
如
き
或
る
段
階
が

有
す
る
の
で
あ
る
。

3
2ヨ
E
コ
ロ
=
引
と
呼
ば
れ
る
の
は
か
L
る
規
模
の
企
業
で
あ
り
、
企
業
規
模
の
分
布
に
於
て
双
峰
分
布
を
見

出
す
が
は
か
k

る
事
情
を
一
暗
示
す
る
。
か
く
の
如
〈
内
部
節
約
の
殻
展
の
途
中
に
慌
が
あ
る
友
ら
ぽ
、
企
業
の
成
長
は
謂
は
ピ
自
動

的
に
行
は
れ
・
干
し
て
困
難
を
件
ふ
こ
と
L
な
る
。
唯
結
合
の
み
は
こ
の
講
を
飛
び
越
え
て
趨
正
友
る
規
模
に
建
せ
し
め
る
一
つ
の
有

力
な
る
方
法
た
る
を
止
へ
は
な
い
。

以
上
の
如
く
販
貰
の
閣
維
と
生
年
一
費
低
下
の
不
注
術
性
と
は
企
業
の
成
長
を
妨
げ
る
。
内
部
節
約
の
賞
展
の
一
障
害
と
た
る
。
而
し

J

-

結
合
が
と
れ
り
の
陣
中
す
を
が
日
刈

κ川
川
、
ひ
的
え
し
め
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
刊
企
業
紡
令
は
内
部
節
約
を
増
進
す
る

た
め
に
行
は
れ
る
と
言
ふ
事
が
出
来
る
。

Y

ツ
ク
グ
レ
ゴ
ー
ル
が
此
の
黙
を
看
過
し
て
ゐ
る
な
ら
ば
一
つ
の
快
献
で
あ
る
。

此
の
批
判
か
ら
も
マ
ッ
ク
グ
レ
ゴ
ー
ル
は
一
底
免
れ
て
ゐ
る
如
〈
に
見
え
る
。
蓋
し
彼
は
代
表
企
業
を
前
提
し
、
従
っ
て
企
業
は

内
部
節
約
を
十
分
に
資
現
し
、
最
大
能
翠
を
以
て
活
動
し
つ

L
あ
る
と
す
る
。
結
合
は
大
規
模
生
産
の
問
題
忙
非
守
し
て
、
既
に
最

大
能
率
を
以
て
生
産
を
行
ひ
っ
、
あ
る
企
業
聞
の
組
織
に
関
す
る
問
題
な
り
と
れ
る
の
も
之
が
た
め
で
あ
る
。
此
の
立
揚
か
ら
す
る

友
ら
ば
内
部
節
約
は
結
合
を
倹
つ
ま
で
も
な
〈
肢
に
十
分
享
受
さ
れ
、
内
部
節
約
は
結
合
の
動
機
と
は
な
ら
た
い
こ
と
L
な
る
。
然

し
乍
ら
内
部
節
約
が
十
分
責
現
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
の
は
、
他
の
不
利
盆
在
る
事
情
(
所
諸
内
部
不
一
組
械
、
外
部
不
経
済
)
が
許
す
限
り

に
於
て
貸
現
さ
れ
て
ゐ
る
の
に
過

F
な
い
の
で
る
り
、

か
h

る
不
利
読
を
除
く
友
ら
ば
更
に
限
界
を
越
え
て
内
部
節
約
を
仲
張
せ
し

企
業
結
合
と
外
部
節
約

第
四
十
六
巻
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Robinson， ibid.， p. 122・
拙稿、工業経替規模の双峰分布について(粧持論議、第四十五巻第二親)参照。
Robinson， ibid.， p. I22-4・
Macgregor， ibid.~ p. 4 
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六

め
得
る
筈
で
る
る
。
此
の
貼
に
於
て
結
合
の
放
呆
を
認
め
ね
ば
た
ら
ぬ
。

更
に
問
題
は
、
代
表
企
業
た
る
概
念
よ
り
出
設
す
る
こ
と
が
企
業
結
合
を
説
明
す
る
揚
合
遁
首
な
り
や
否
や
と
い
ふ
貼
に
残
る
。

我
々
は
前
述
の
如
く
企
業
結
合
に
ゐ
い
て
現
寅
に
内
部
節
約
の
伸
張
が
大
い
に
意
闘
さ
れ
亡
ゐ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の
限
り
に

於
て
結
合
の
問
題
に
つ
い
て
は
マ
ッ
ク
グ
レ
ゴ
ー
ル
の
如
き
理
論
の
構
成
と
間
後
は
事
責
を
明
確
に
把
握
し
難
い
と
い
ふ
黙
で
却
け

ら
れ
み
ぺ
ま
で
め
ら
う
。

た
Y
代
炎
企
業
の
概
念
-
般
の
要
不
嬰
は
‘

企
業
の
規
模
に
闘
す
る
他
の
諭
臨
よ
り
も
批
判
さ
る
べ
雪
で

あ
る
か
ら
滋
に
は
立
入
ら
た
い
。

五

語吉

論

マ
ッ
ク
グ
レ
ゴ
ー
ル
の
「
企
業
結
合
論
」
は
企
業
結
合
を
競
争
力
の
強
化
の
観
黙
よ
り
考
察
し
て
ゐ
る
献
に
於
て
明
か
友
特
徴
を

も
っ
。

マ
ー
シ
ャ
ル
の
概
念
を
利
用
し
、
そ
の
上
に
企
業
結
合
論
を
打
ち
建
て
た
と
と
も
注
目
す
ぺ
き
で
あ
る
。
悲
に
は
競
争
力
の

分
析
に
つ
い
て
彼
の
所
論
を
紹
介
批
評
し
、
特
に
生
産
能
率
の
黙
に
沿
い
て
企
業
結
合
が
如
何
た
る
放
呆
を
有
す
る
か
を
中
心
と
し

て
検
討
し
た
。

E
常
の
市
揚
欣
況
よ
り
出
設
す
る
揚
合
、
外
部
節
約
の
増
強
、
内
部
化
と
い
ふ
一
事
が
結
合
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
殻
果
で
あ
り
、

従
っ
て
又
結
合
の
動
機
と
な
る
事
は
上
述
の
と
と
ろ
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
此
の
射
を
明
か
に
し
た
こ
と
は
、
調
占
の
一
面
の
み
を

論
や
る
者
多
き
企
業
結
合
論
に
於
て
マ
ッ
ク
グ
レ
ゴ
ー
ル
の
功
績
と
し
・
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
然
し
乍
ら
倫
そ
こ
に
不
十
分
左
る
黙
あ

る
と
と
も
亦
認
め
ざ
る
を
得
泣
い
。
産
業
均
衡
を
破
っ
て
結
合
に
進
む
に
は
企
業
者
能
力
の
向
上
を
必
要
と
す
る
と
と
、
又
販
賓
の



困
難
を
克
服
し
て
内
部
節
約
を
賓
現
す
る
た
め
に
も
結
合
が
行
は
れ
る
と
と
は
看
過
し
得
ざ
る
要
部
で
る
る
。
と
の
黙
に
於
で
、

ー
シ
ヤ
ル
が
外
部
節
約
を
重
閥
し
た
る
影
響
を
、
つ
け
て

マ
ッ
ク
グ
レ
ゴ

l

ん
は
之
を
過
大
腕
し
た
の
で
は
な
か
白
う
か
。

ロ
ビ
ン

ソ
シ
は
之
を
批
判
し
て
、
一
般
に
外
部
節
約
友
る
も
の
は
産
業
の
綿
生
産
費
の
中
、
一
小
部
分
に
資
現
さ
れ
る
に
過
ぎ
た
い
と
言
ふ
。

し
か
も
又
外
部
節
約
は
技
術
の
進
歩
た
き
限
り
、
産
業
の
設
展
と
共
に
弐
第
に
小
企
な
り
行
く
で
あ
ら
う
と
見
る
。
査
し
外
部
節
約

は
自
己
以
外
の
、
何
等
か
関
係
め
る
企
業
又
は
産
業
に
沿
け
る
費
用
涯
減
傾
向
の
結
田
市
で
る
る
。
例
へ
ば
主
産
業
が
外
部
節
約
の
結

岡
市
、
費
出
の
遁
減
を
う
け
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
補
助
産
業
・
特
化
せ
る
産
業
組
織
等
が
費
用
遁
減
を
見
た
と
と
に
外
な
ら
な
い
。
そ

れ
は
又
そ
の
補
助
産
業
等
が
内
部
節
約
友
び
外
部
節
約
の
影
響
を
う
け
た
の
に
よ
る
。
然
し
何
れ
の
産
業
、
と
雄
も
や
が
て
は
限
界
に

近
づ
く
。
か
く
し
て
技
術
の
進
歩
な
し
と
限
定
す
れ
ば
、
産
業
の
全
般
的
設
建
の
結
泉
市
外
部
節
約
は
漸
次
小
と
な
ら
ざ
る
を
得
ぬ
c

企
業
結
合
が
競
争
力
の
羽
化
在
日
的
と
す
る
と
と
は
一
誠
K
凝
ひ
一
泣
い
ο

然
し
又
結
合
が
そ
れ
だ
け
競
争
を
排
除
す
る
こ
と
も
争
は

れ
な
い
。
結
合
に
よ
っ
て
成
立
し
た
る
大
企
業
が
そ
の
強
化
さ
れ
た
る
競
争
力
を
以
て
更
に
激
烈
た
闘
争
を
行
ふ
に
至
る
可
能
性
も

あ
る
が
、
叉
協
調
へ
の
可
能
性
も
増
す
。
や
が
て
は
今
日
見
る
如
き
、
市
揚
に
針
し
て
支
配
的
地
位
を
占
め
る
カ
ル
テ
ル
・
ト
ラ
ス

ト
の
出
現
と
友
る
の
で
あ
る
。
勿
論
そ
こ
に
も
澗
占
理
論
の
取
扱
ふ
如
き
完
全
・
な
る
濁
占
は
な
い

Q

け
れ
ど
も
凋
占
へ
の
可
な
り
の

接
近
が
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
が
企
業
結
合
の
目
標
で
あ
り
動
機
と
友
る
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
ね
。

一
方
競
年
カ
の
強
化
と
、
他
方

競
争
の
排
除
(
市
場
濁
占
へ
の
努
力
)
の
二
つ
が
企
業
結
合
へ
の
傾
向
を
充
分
に
説
明
し
得
る
と
言
は
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
競
争
の
一
商
の
み

を
見
た
る
7

ツ
ク
グ
レ
ゴ

l
i
y
は
一
九

O
六
年
頃
の
英
図
産
業
に
於
け
る
カ
ル
テ
ル
及
び
ト
ラ
ス
ト
の
遅
々
た
る
護
法
白
に
影
響
さ
れ

て
ゐ
る
と
し
て
も
、
左
ほ
所
説
の
不
十
分
友
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
ね
ば
左
ら
な
い
。

企
業
精
舎
と
外
部
節
約
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Robinson， ibid.， p. 140. 
Ibid.， p. 137-141. 
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